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Ⅰ プレミア学生 FES 概要 

日時：2018 年 9 月 22 日 土曜日 10:30～17:00(10:00 開場） 

会場：大阪学院大学 2 号館 

プログラム： 

時間 所要時間 概要 会場 

10:00  会場・受付 エントランス 

10:30 0:15 
オープニング 

ミッション連絡 
02-B1-01 

10:45 0:55 
「輝く先輩」プレゼン GP 

(15 分×3 チーム) 
02-B1-01 

11:40 0:25 休憩  

12:05 0:45 公開社長インタビュー① 02-B1-01 

12:50 1:01 
写真撮影 

昼食交流① 
エントランス 

13:51 0:40 
プレミア学生チーム紹介 

(5 分×6 チーム) 
02-B1-03 

14:31 0:45 
プレミア学生チームブース 

(20 分×2 回) 
02-B1-03 

15:16 0:05 休憩  

15:21 0:45 公開社長インタビュー② 02-B1-01 

16:06 0:10 休憩  

16:16 0:45 OB/OG 交流 02-B1-03 

17:01  
クロージング 

「輝く先輩」プレゼン GP 表彰 
02-B1-03 

 

目的 

学生組織の活動やインターンシップ等を通じた学生の成長を社会に広く紹介して活動への参画促

進や活性化を支援する 

主旨 

参加者との交流を踏まえて学生たちが取り組む活動の価値を知る 

実行委員 

実行委員長 藤原
ふじわら

 匠
たくみ

（大阪市立大学） 

 大塚
おおつか

洋紀
ひ ろ き

（大阪市立大学） 

 田中
た な か

怜来
れ く

(大阪教育大学） 

 清水
し み ず

鈴
れい

馨
か

（大阪教育大学） 

 梅原
うめはら

 諒
まこと

(京都橘大学） 

 上田
う え だ

綾
あや

香
か

（京都橘大学） 

活動内容 

この FES の企画・運営を行い、当日も参加者としてセクションに参加しながら、司会や裏方など

参加者が交流しやすい場づくりを行いました。 
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アテンド学生 

 秋吉
あきよし

由
ゆ

里奈
り な

（松山大学） 

  篠原萌
し の は ら も

恵
え

（松山大学） 

  横田
よ こ た

萌
もえ

(松山大学） 

  西岡
にしおか

克記
かつのり

（大阪教育大学） 

  白方
しらかた

大稀
ひ ろ き

（京都橘大学） 

活動内容 

始めに社長への挨拶や会場説明など概要についての説明を行い、セッションごとに会場となる教

室に案内を行いました。この FES を通して社長のサポートをメインとした。 

アテンドを担当した学生からは「社長と接するっていうのは緊張したが、社長と 1 対 1 で話す機

会というのは貴重なので良い経験だと感じた。」という感想がありました。 

参加人数 

学生の参加人数（実行委員含む） 

和歌山大学 4 人・大阪市立大学 11 人・大阪教育大学 29 人・京都橘大学 21 人・ 

島根大学 32 人・松山大学 8 人・大阪学院大学 8 人 

各大学生協職員、OB/OG、社会人 24 人 

株式会社 EDUCE、関係者 7 人                   計 141 人 

参加団体 

和歌山大学消費生活協同組合 

大阪市立大学生活協同組合 

大阪教育大学生活協同組合 

京都橘学園生活協同組合 

松山大学生活協同組合 

島根大学生活協同組合 

大阪学院大学 

協力企業 

株式会社キリン堂 

マーカスエバンズ・ジャパン・リミテッド 

株式会社夢職人 

株式会社エクス 

久松自動車販売株式会社 

株式会社 5 コーポレーション 

株式会社たまゆら 

配布資料 

プレミア学生 FES 2018 プログラム・ミッションシート・アンケート・ 

個人ポスターセッションメッセージカード・「輝く先輩」プレゼン GP 投票用紙・ 

OB・OG 紹介シート・プレミアカレッジ・キャリアパスポート 

スタッフユニフォーム 

当日の運営委員、関係者には株式会社たまゆら様からご提供いただいた T シャツを着用しました。 
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Ⅱ－1 輝く先輩プレゼン GP 

サマリー 

この時間の目的は、PC 講座で学んできたことの集大成として大きな舞台で発表を行う場であると

もに、他の参加者がプレゼンのフィードバックをすることで今後の活動につなげていくものです。 

このプレゼンを行うにあたって、輝く先輩を紹介するために受講生である 1 回生は大学の先輩に

インタビューを行いこのプレゼンに向けて準備を行いました。先輩の経歴や大事にしていることを

聞き出し、PC 講座内で身につけた技術を基に、伝わりやすいプレゼンを作成しました。 

まず、2 回生スタッフによる発表者の性格・特徴を 3 分間で紹介し、その後 1 回生が 5 分間で輝

く先輩について紹介を行いました(写真 1)。発表が終了した時点で質応応答に移行しました。質疑応

答では輝く先輩の人となりや発表者に対する質問など多彩な質問が多く、FES 自体の初めの企画と

いうことで少し緊張した空気の中始まりましたが、どの大学の発表者も堂々とした発表しました(写

真 2)。発表は大阪教育大学、大阪市立大学、京都橘大学の 3 大学が順にプレゼンを行いました。参

加した 1 回生からは「大人数の前で発表することがあまりないので、とてもいい経験ができました」

「とても緊張したが、発表の仕方が少しわかったことがいいことだった」「思ったよりも緊張せずに、

落ち着いて発表ができた。この機会を次につなげたい」と言った意見が聞き取れました。 

 

聴衆による投票 

投票用紙はプレゼングランプリを決める得票の

集計用とともに、各大学のフィードバックが書き

込めるようなフォーマット(右図)を採用し、参加

者の方に書いていただいたコメント・フィードバ

ックは後日各団体へと返却しました。 

 

  

写真 1 プレゼン風景 写真 2 質疑応答の様子 
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Ⅱ－3 公開社長インタビュー 

目的 

―人財育成に真剣に取り組んでいる、事業性・発展性がある、そして、個人と企業の相互理解の土

壌がある―こうした「プレミア企業」の社長、人事部長のお話をインタビュー形式で聴き、企業の魅

力や思いに触れるプログラムです。学生たちに単純な企業情報では伝わらないマインド(=思い・願

い)の部分を感じてもらうことが目的です。 

 

サマリー 

当プログラムは午前と午後の 2 回に分けて実施しました。ここでは、お話を伺った順番にインタ

ビューの内容・様子を紹介します。 

 

 

 株式会社夢職人 代表取締役 辻 陽平 氏 

強く印象に残ったのは、個人の責任をしっかりと問

いただし怒るときは厳しく怒る、というお話でした。質

疑応答で学生から出た「怒った後のフォローはどうし

ているのですか」という問いに対しての「フォローが要

ることがそもそも甘えであり、それは個人で立ち直る

べきことだ」とのお言葉は、私たち、いわゆる”ゆとり

世代”の影響を受けた学生に働く、ひいては生きる意味

を非常によい意味で問うものであったと感じます。 

 

 

 株式会社 5 コーポレーション 代表取締役 田中 良典 氏 

塾と言えば進学率が売り、というのがステレオタイ

プな考え方です。しかし、勉強さえすればよい高校・大

学に進学し、よい就職ができて人生安泰だとは言えな

くなった今、保護者の教育についての悩み・不安な気持

ちに応えようという姿勢が一線を画していました。内

容は違えど「教える」ことに取り組む講座スタッフたち

には、その動機づけの切実さ・姿勢に共感し、刺激を受

けざるを得ない影響力がありました。 

 

 

 

 株式会社キリン堂 人事部部長 執行役員 川畑 秀一 氏 

「お客様にとってはどのドラッグストアも機能的に

大きな差はない。」「だからこそ、人で勝負する。」人が

人によって価値や喜びを生み出す会社を実現するため

に手を挙げる文化と称賛する文化を目指し、想いを中

心にした会社づくりを行ってきたことをお話しいただ

きました。お客様からの「ありがとう」という遣り甲斐

を非常に大切にし、お客様の悩みに真摯に向き合おう

とする姿勢が非常に印象的でした。 
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 株式会社エクス 代表取締役 抱 厚志 氏 

「人間が他の動物より優れているところはイマジネ

ーションだ」「漢字は訓読みで認識した方が考え方や人

生が豊かになる」「仕事は楽をするのではなく楽しむ」

など、説得力と教養に富んだお話が印象的な方でした。 

楽しく働こう、「We can! We do!(一緒にやろう、一緒

ならもっとできる)」、エバンジェリスト(伝道者)を目指

し積極的に挑戦しようという自由闊達な雰囲気が、社

風だけでなくご本人のお人柄からも感じ取れました。 

 

 

 久松自動車販売株式会社 代表取締役 久松 孝治 氏 

人は会社のために働くというのが当然だと思ってい

たため衝撃的だったのが「会社のために働いて欲しい

と言ったことがない」「会社という箱を利用して更にス

テップアップして欲しい」というお言葉でした。お話か

らは「社員とその家族が誇りに思える会社に」「夢を持

てる会社にしたい」という想いの強さがひしひしと感

じられましたし、強い思いを持って本気で行動に移す

ことの大切さと可能性を示してくださいました。 

 

 

 マーカスエバンズ・ジャパン・リミテッド 日本支社代表 清水 紀栄 氏 

ご自身の経歴からも、ご印象からも圧倒的なエネル

ギーを感じさせる方でした。特に印象に残ったのは

「Sky is the limit.(天井はない。限界は自分で決めて

いるだけ。)」というお言葉です。殻を破ることができ

ず悩む学生からの「なぜそんなに凄い挑戦ができるの

ですか」という問いに対する「たくさん失敗もしたが、

たくさん挑戦してきた」というお答えは非常にシンプ

ルで、かつ、多くの学生の心を突き動かすものでした。 

 

 

 

まとめ 

どの学生も真剣にインタビューに聴き入り、質疑応答も活発な質の高いプログラムになりました。

実際になにかを成し遂げてきた方々の説得力のあるお話に多くの学生が感銘を受けており、「もっと

もっと聴きたかった」「心に響く言葉がたくさんあってよかった」「自分では気付けないような考え

方を知ることができとても参考になった」「自分の知らない世界に触れるというのが新鮮でよかった」

「就活は大分先のことだと思っていたが、意識するきっかけになった」「是非来年も実施して欲しい」

などなど、非常に多くの感想が寄せられました。 

実際にインタビューでお話をされている社長、人事部長の皆様はとても活気があり輝いていて人

を惹きつける魅力に溢れ、カッコいい、こんな風になりたいと思わせられました。 

 

  



プレミア学生 FES報告書 

 
7 

Ⅱ－4 昼食交流 

目的 

プログラムの内容に縛られない自由な交流を促すため、昼食は単なる休憩時間としてではなく交

流時間として設定しました。特に、オープニングで与えられた名刺交換などを通して大学を超えた

関係づくりを目的としました。 

また、企業の方々にはアテンドの学生と交流しながら昼食をとっていただき、より深い交流を行

いました。 

 

サマリー 

 

昼食交流に入る直前に参加者全員で集合写真を撮影しました。1 列目が実行委員、2 列目が企業の

方々で、後方に各大学生協のチームメンバーがフラッグとともに写っています(写真 3)。 

 

参加している学生たちは敷地内に待機していたキッチンカーでサンドイッチ、ホットドッグ、ス

テーキ丼などの昼食をとり、企業の方々とアテンドの学生は別室でお弁当を食べながら交流を行い

ました。 

企業の方々と交流した学生からは、「社長さんと 2 人で昼食は緊張しましたが、楽しく、良い経験

になりました。」「普段聞けない濃いお話を聞かせていただけた。」との声がありました。 

一方で、学生たちの昼食ではキッチンカーの混雑が発生してしまい十分な昼食時間を確保できず、

交流時間の余裕を持たせることもできませんでした。「昼食の時間がもっと欲しかった。」「昼食の提

供方法について見直して欲しい。」との声もあり、この点は来年の開催に向けて調整すべき課題とな

りました。 

 

まとめ 

午前中のプログラムの良い雰囲気を受けて迎えた昼食でしたが、昼食に関する不備もあり改善点

の残るプログラムとなってしまいました。真摯に受け止め、来年度は活発な交流が見られるように

したいです。 

写真 3 集合写真 
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Ⅱ－5 プレミア学生チーム紹介＆プレミア学生チーム交流② 

目的 

私たちプレミア人財育成協会の考えるプレミア学生とは「人、組織、地域などへ貢献する活動に携

わり、主体性とチームワークを実践的に習得している学生」を指します。このプログラムでは、講座

スタッフやキャリアサポーターの経験を通じて主体性やチームワークを身につけたプレミア学生に、

自分たちの成長をプレゼンしてもらいます。他大学の学生や企業の方々に、自分たちの活動の価値

を知っていただく場です。また、フィードバックをもらったり他大学の取り組みを聞いたりして、チ

ームの質やステータスを高めることも目的の 1 つです。 

サマリー 

始めに、6 つの大学のプレミア学生チームより、5 分程度でプレゼンを行いました。テーマは「活

動を通じたチームやメンバーの成長」です。

 

プレゼンでは、各チームそれぞれの個性を

活かして、自分たちのチームに興味を持って

もらおうと PR します。 

実際の活動の様子を紹介するチームや、組

織のビジョンとそれを実現するための取り

組みを紹介するチームもありました。どのチ

ームも参加者の気になるところでプレゼン

を終え、ブース交流でもっと話しを聞きたく

なるように工夫していました(写真 4)。 

 

 

続いてブース交流では、6 大学のチームがブースごとに分かれ、20 分の交流を 2 回行いました。

参加者はチーム紹介のプレゼンを聞いて、特に魅力的だと感じたチームのブースを訪れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブースでの交流も各チームの個性が光り

ます。メンバー1 人 1 人の成長を話すチー

ムもあれば、参加者からのフィードバックを

もとに話し合いを始めるチームも。 

プレミア学生だけでなく、プレゼンを聞く

参加者の真剣な姿勢も印象的でした。参加者

による質疑応答が時間内に収まらず、終了後

に個人で質問に行ったり連絡先の交換をし

たりと、プレミア学生から多くのものを得よ

うとしているように見受けられました(写真

5)。

まとめ 

チーム紹介・チーム交流を通して、プレミア学生と参加者との一体感が非常に印象的でした。場の

空気がとても温かく、プレミア学生はイキイキと、参加者は熱心に交流をしていました。「他大学の

取り組みが参考になった」という声をとても多くいただき、目的を達成できたと考えています。 

  

写真 4 プレミア学生チーム紹介の様子 

写真 5 プレミア学生チーム交流の様子 
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Ⅱ－6 OB/OG 交流会 

サマリー 

この時間の目的は、OB/OG さんと現役の学生スタッフが交流することによって、取り組みの再評

価やその質を高める新たな気付きの場を作り、これからの活動への励みになる良いきっかけにする

ことです。学生側の到達目標としては、このスタッフ活動で身に付く力などが社会人になったとき

に役立つことに気付き、今後の活動への意欲が高まった状態にすることを掲げていました。 

この目的や目標を達成するためにこの時間では、以前に学生スタッフとして活動し、現在社会で

活躍されている OB/OG さん 10 名に来ていただきました。この時間の始めにある OB/OG さんの紹

介や配布資料の OB/OG さんの一覧を見て、各自が話を聞きたい OB/OG さんのもとへ移動して交

流を行いました。交流の時間は 1 回 15 分としてそれを 2 回行い、OB/OG さんには「スタッフ活動

を通じて学んだこと、それが社会人の今どう活かせているのか。また、社会人で必要とされるのはど

のような力なのか」というテーマでお話をしてもら

いました(写真 6)。そして、この時間の最後に目標を

全体で再確認し、達成できたと感じた人には手を挙

げてもらいそれぞれで振り返ってもらいました。 

実際の交流の時間では、OB/OG さんはイキイキと

楽しそうにお話をされているのが印象的でした。学

生は笑顔で楽しそうに話を聞く場面が多く、ときに

は真剣な眼差しで話に聞き入る様子も見られまし

た。参加した学生に話を聞くと、「活動を通して学ん

だことが社会に役立つと知ってチャレンジしなくて

はという気持ちになれた。」や「自分と重なる部分が

あってどのように振る舞っていけばいいのか勉強

になった。」という声が聞けました。この交流会の目

的は先ほど書きましたが、それを概ね達成すること

ができたと考えています(写真 7)。また、ある

OB/OG さんにお話を聞くと「雰囲気が良く、生き生

き参加できた。私も頑張る勇気をもらった。」とおっ

しゃっていました。OB/OG さんにとっても学生と

交流する良い機会になったようです。今回が今後も

交流を続けるきっかけになれば嬉しく思います。 

参加いただいた OB/OG の皆さま 

※写真 8 の左側から順番になっています。 

佐藤
さ と う

 輝
てる

弥
や

さん  (大阪市立大学 OB) 

小谷
こ た に

 真奈斗
ま な と

さん (大阪市立大学 OB) 

石田
い し だ

 文弥
ふ み や

さん  (大阪教育大学 OB) 

田中
た な か

 謙吾
け ん ご

さん  (大阪教育大学 OB) 

口
くち

丸
まる

 詩
し

織
おり

さん  (大阪教育大学 OG) 

永
なが

易
やす

 杏
あん

菜
な

さん (松山大学 OG) 

谷本
たにもと

幸
さち

穂
ほ

さん  (松山大学 OG) 

佐藤
さ と う

 廣
ひろ

哉
や

さん  (京都橘大学 OB) 

樋口
ひ ぐ ち

 八
や

恵子
え こ

さん (京都橘大学 OG) 

浜
はま

咲
さき

 美
み

玲
れい

さん (愛媛大学 OG) 

写真 6 学生と OB/OG の交流の様子 

写真 7 目標達成できたと感じ手を挙げる様子 

写真 8 OB/OG さん紹介の様子 
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Ⅱ－7 個人ポスターセッション 

目的 

プレミア学生チームの一員として活躍・成長した自分を分析して自己 PR ポスターとしてまとめ、

社会人・企業・他大学の学生からフィードバックをもらうことが目的です。学生たちにとっては、他

の学生の頑張りを知り刺激を受けたり、これから就活で求められる訴求力のある自己 PR を仕上げ

るためのヒントを得たりする機会になります。 

 

サマリー 

当プログラムは専用の時間を設けずポスターをエントランスに常に掲示し、いつでもフィードバ

ックができる状態で実施しました。また、当日やむを得ず参加できなかった学生のポスターも複数

掲示されていました。 

 

受付終了後、オープニングまでの時間にも多

くの学生が積極的にフィードバックを記入し

ていました(写真 9)。展示されていたポスター

はどれも個性が滲み出す仕上がりで、ポスター

を見た学生からは「様々なデザインで工夫され

ていて、見ていて楽しかった」「自分の先輩の

知らないところや、意外な一面などを知ること

ができてよかった。」との、ポスターを提出し

た学生からも、「他者から自分のポスターにフ

ィードバックをもらうことで、次の自分につな

げられる」との声がありました。 

 

全プログラム終了後にはどのポスターにもたくさんのフィードバックが寄せられました。また、

「ポスターを見る時間がもっと欲しかった」「個人ポスターは発表もしたい」との意見も複数寄せら

れ、これらは検討するべき課題である一方、このプログラムが学生にとって有意義なものだったこ

との証左であるようにも思います。 

 

まとめ 

 

 

参加者が真剣な眼差しをポスターに向け、真剣に

フィードバックを記入している姿が印象的なプログ

ラムでした(写真 10)。こうした良い雰囲気や参加者

の声からも、自己 PR を行うきっかけにし、相互に刺

激し合うという目標は達成できたと言えるでしょう。 

一点課題を付け加えるならば、「ポスターへの社会

人からの評価をもっと増やし、自己 PR 力の研鑽に強

くコミットするものにしたい」というもので、同様の

意見が参加者からも寄せられていました。 

  

写真 9 ポスターを眺める学生たち 

写真 10 真剣にフィードバックを行う学生 
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Ⅱ－8 クロージング 

目的 

クロージングの目的は大きく 2 つあります。1 つは FES の最後のプログラムとして、開催に際し

てご協力いただいたみなさまや参加者のみなさまにお礼を申し上げることです。そしてもう 1 つは

参加者のみなさまに 1 日を振り返っていただき、なにを得ることができたか、またこの FES に参加

した目的は達成することができたのかを考えていただくことです。 

 

サマリー 

クロージングはまず、「輝く先輩プレゼン GP 決勝」の表彰式から始まります。グランプリと特別

賞は、3 名の審査員および参加者からの投票で選ばれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰のプレゼンターは株式会社エクスの

抱厚志社長、株式会社キリン堂の川畑秀一人

事部長に行っていただきました。お二方から

一言ずつご挨拶をいただき、表彰状と副賞の

贈呈をしていただきました。またプレミア人

財育成協会の用意した副賞とは別に副賞を

ご提供いただき、抱様からは「学生に本を読

んでほしい」とのことから図書カードを、川

畑様からは取り扱っておられる製品をその

説明も交えつつ贈呈していただきました。

(写真 11） 

 

表彰に続いて、審査員を務めていただいた株式会社 EDUCE の石川輝記様より、プレゼンの講評

をしていただきました。この FES に向けて準備や練習をしてきた 1 回生にとってはうまくいったと

ころもあれば失敗してしまったところもあったことと思います。そんな彼らにとって、自分たちの

努力が評価された時間であり、また今後の自分たちについて考える時間にもなったのではないかと

思います。 

プレミア人財育成協会理事長勝亦敏のご挨拶では、オープニングと同様に拍手をもってこの FES

の成功に感謝を示し、FES の締めをしていただきました。 

最後に総合司会を務めた実行委員長の藤原匠より、ご協力いただいた企業のみなさま、会場をご

提供いただいた大阪学院大学のみなさま、そして FES を盛り上げてくださった参加者のみなさまに

重ねてお礼を申し上げ、プレミア学生 FES2018 の終了とさせていただきました。 

 

まとめ 

クロージングでは、最後まで運営の私たちと参加者のみなさまとの一体感が印象的でした。オー

プニングでは垣間見えた FES への不安や緊張感も消え、司会のジョークに笑顔を見せる参加者も多

くいらっしゃいました。みなさん 1 日の疲れもあったことと思いますが、最後まで温かく、この FES

を一緒に盛り上げてくださいました。 

FES の振り返りの時間とするクロージングの目的については、少々1 回生中心となってしまった

と思われます。表彰式を盛大に行う反面、他の参加者にとっては理事長や実行委員長の挨拶の中で

FES やミッションの振り返りを問いかけるほどのことしかできませんでした。1 日を通して得るも

のは必ずあった FES となりましたので、参加者のみなさまがこの FES に参加した目的を達成するこ

とができていれば幸いです。 

写真 11 表彰の様子 
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アンケート集計 

実施日   2018 年 9 月 22 日（土） 

対象    学生・社会人を含めた学生 FES へのすべての参加者 

方法    受付の配布資料にアンケートを同封し、FES 終了後に受付で回収 

回収数   94 枚 (参加者 135 名 回収率約 70％) ※参加者は実行委員 6 名を除く 

 

回答者の内訳詳細 

大分類 小分類 人数 

社会人 OB/OG 4 

生協職員 3 

未回答 1 

大学生 1 回生 29 

2 回生 31 

3 回生 18 

4 回生 6 

未回答 2 

 

アンケート結果 

☆満足度(1～5 の 5 段階評価 5 が満足度最高 ) 

 

平均満足度 4.54 

※割合は小数点第 2 位以下切り捨てのため、合計が 100％にならない場合があります。 

 

 

☆良かったプログラムへのチェック(複数回答可） 

 

 

 

 

 

満足度の項目 人数 割合(％) 

5 53 56.3 

4 39 41.4 

3 2 0.02 

2 0 0 

1 0 0 

プログラム チェック数 

「輝く先輩」プレゼン GP 決勝 46 

公開社長インタビュー 73 

昼食 交流① 10 

プレミア学生チーム紹介 交流② 62 

OB/OG 交流③ 21 

個人ポスターセッション 20 
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感想 (一部抜粋) 
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☆考察 

今年初めての開催だったが比較的満足度の高いものになったのではないか。 

⇒「思っていたよりも楽しかった、充実していた」という声もありそれが結果につながったと思い

ます。100 満点に換算すると満足度は 90 点でしたので、第 1 回としては及第点だと思います。 

社長インタビュー、チーム交流の満足度が高かった 

⇒社長インタビューは、社会人からの貴重なお話を聞く機会であり、多くの人が熱心に聞き心を

動かされるものも多かったことが要因として考えられます。また、チーム交流の満足度も高かった

のは各チームがしっかりと発表してくれた結果だと言えそうですが、やはり他の大学の活動内容に

は興味を持っているスタッフが多いことも一因だと思いました。 

OB/OG 交流、個人ポスター、昼食は低かった 

⇒OB/OG 交流会は各自が活動への動機づけを高める機会にはなったようでしたが、ある参加者に

話を聞くと「同じ大学の先輩の先輩は聞きたいと思っても、なかなか他大学の先輩のところには行

きにくかった。」という声もありました。OB/OG 交流の前にもなにか関わったりする機会があれば

行きやすくなるかもしれないですね。また「将来自分がなりたい職業についている人がいなかった」

という声もありました。OB/OG という条件があったので、完璧にニーズに応えることはできないけ

れど満足度を上げるには、そのあたりに配慮することも必要かもしれません。また、個人ポスターは

「時間がもっとほしいかった」、昼食については「混雑していた」との声がありました。そのことが

満足度が低かった理由と言えそうです。 

 

 

 

次年度に向けて 

★編集後記 

今回プレミア学生 FES は初開催でしたが、いかがでしたか。初めての取り組みということで、実

行委員のメンバーは右も左もわからないというまさに手探りの状態でしたが、「とにかくやってみよ

う」という精神でメンバーが前向きに取り組むことで本番を迎えました。結果としては、さきほども

述べたように良いものを作り上げることができたのではないかと感じています。もちろん、細部に

目を向けると問題点や改善できそうな点はたくさんあると思います。しかし、評価としては及第点

であると考えています。また、正直に言うと実行委員会を含めた事務局のメンバーもここまでうま

くいくとは想像できませんでした。なぜここまでうまくいったのでしょうか。もちろん実行委員会

や関係者の尽力もあったと思いますが、参加者の多大なる協力に助けられた部分が大きかったと強

く感じています。やはり、イベントというものは運営側だけで良くしようとするのには限界があり

ます。今回のこの結果は、運営側だけでなく参加側も一緒にこの学生 FES を良いものにしようとい

う姿勢の産物だと思います。 

 今回を終えて、学生や企業のためにも今後も学生 FES を開催していきたい、いや、しなくては

ならないという思いが胸にこみ上げてきました。今年の実行委員会がどこまで来年度に携われるか

は定かではありませんが、来年度はもっとより良い学生 FES にしたいという思いが今は強くありま

す。そして、今後も長くこのイベントが続いていくことを願っています。 
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★実行委員会のコメント 

藤原匠 

 私にとってプレミア学生 FES は「ここまでの講座活動の集大成」です。講座を受講し、スタッフ

になり、組織に漂っていた閉塞感とメンバーが半減してしまった事件を経て、組織を建て直そうと 1

年間を過ごしました。当初はこんなに素晴らしいイベントが待ってくれているなんて思っていませ

んでした。今しんどさを感じている学生も、その先にはきっと報われるなにかがある筈です。そうあ

って欲しいです。 

実は、もっとできたこともあるだろうな、FES の今後も気になるなと、更なる欲が生まれ始めて

います。それくらい本気で打ち込めた経験でしたし、恐らくここで終わらないと思います。最後に、

FES に協力してくださったすべての方に感謝を述べたいです。特に、一緒に頑張ってくれた仲間た

ちに。仲間は本当に大切、改めて強く思いました。 

大塚洋紀 

私は今回、裏方に徹するつもりでこの FES に参加しました。私は他の実行委員のように講座スタ

ッフを経験してきたわけではありません。次の世代の講座スタッフに伝えられることなどなく、プ

レゼンや司会進行のような表に立つ機会はありませんでした。しかしその反面、私は唯一運営のみ

に徹することができる実行委員でもありました。少しでも他の実行委員の力になることができれば

という思いで FES の準備や運営に臨みました。幸い私は大学生協組織部という団体に所属しており、

イベントの企画・運営に携わる経験には恵まれました。実際になにか力になれたのか分かりません

が、私自身は組織部の経験を生かして多少なりとも運営に貢献できたのではないかと思っています。

就職活動を前に、少しだけ自分に自信が持てました。貴重な経験をさせていただき、ありがとうござ

いました。 

 

田中怜来 

私にとって学生 FES の実行委員をすることは少し挑戦的な側面もありましたが、活動中はいつも

楽しくて、やってよかったと思っています。当日参加者のみなさんが真剣に参加してくれている様

子を見ることがとても嬉しかったです。そして、社長さんのアテンドをさせていただいたり、全体の

前でプレゼンをする機会があったりと準備から本番が終わるまで全部が自身の成長になったと思い

ます。特に自分がプレゼンしているときの会場の一体感が忘れられません。後輩たちにもこの経験

を是非して欲しいと思います。挑戦して成功は約束されていませんが、成長は約束されています。そ

して、自分もまだまだ「のびしろ」しかないと感じているので、スタッフ活動や実行委員会の経験を

糧にして、もっと挑戦と成長を続けたいと思っています。 

 

清水鈴馨 

これからのイベントの軸となる、この記念すべき学生 FES の初回を、個性豊かでそれぞれしっか

りと役割を持った実行委員のメンバーと運営できたことは、私の大学生活の中での誇りです。身長

は大きいけれど、目立たない裏方の役割を率先して行い、スムーズな進行を陰から支えてくれてた

ろっぽう、たまに毒舌だけど、細かいところまでよく気を配っていて、温かい広い心でサポートして

くれた上田ちゃん、脱力系に見えるけど、やるときはやるし言うときは言う、真面目だけが取り柄の

梅ちゃん、一瞬で会場の雰囲気を自分の世界にしてしまう話術を持っていて、趣味がキャリアのれ

く、普段は冷静で指示も的確、打ち上げで泣いちゃえるほど全力でこの学生 FES に取り組んでみん

なをひっぱってきてくれたたくみ。このメンバーの一員であることは、私の自慢です。そして、この

学生 FES を企画・運営、賛同、参加してくれた方々すべての人に感謝するとともに、関わった人み

んなが学生 FES からなにか感じ取って、これからの組織活動や個人の成長につなげてくれれば、と

思います。次回の FES が今から楽しみです。ありがとうございました。 
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上田綾香 

楽しさも後悔も全部含めて運営委員をやって良かったと思えた FES でした。たくさんの質問が飛

び交い、笑顔が溢れる様子を見てとても嬉しくなりました。チームプレゼンでは、すべりながらも大

勢の人前で発表するいい経験ができました。実は、その発表のスライドで不具合があったのですが、

落ち着いて発表することができました。それはやはりキャリアサポーターの活動で発表の機会が多

かったからではないかと思います。経験はものを言うではありませんが、今までの活動経験が活か

された結果だと思います。「いつ」「どこで」「なにが」「どう」活かされるかはわかりませんが、きっ

とこの活動が自分のためになることを後輩が理解できたそんな FES だったのではないかと思います。

この経験を通してまだまだ勉強することも多いなと感じたので、これからも精進していこうと思っ

ています。 

 

梅原諒 

自分たちのやってきたことが参加していただいた方にどのように感じてもらえたのかなにを得た

のかはわかりませんがなにか一つでも来年度の活動の後押しになっていたらと思います。決断する

ことはとても勇気が必要です。しかし、どんなことでも「なんとかなる」と思って行動することで気

楽に考えることもでき、より広く視野を持てるようになるのではないかと思います。何事にも「なん

とかなる精神」とほんの少しの「チャレンジ精神」があれば自分の力になり、だからこそ真剣により

真摯に何事にも向き合えるような気がしています。そんなことが分かった気がした学生 FES でした。

ほんの少しの行動が良い経験をするきっかけになりました。 

 


